
令和３年度
国土交通大臣賞
＜循環のみち下水道賞＞

健全な水循環、資源・エネルギー循環を生み出す21世紀の下水道のコ
ンセプト「循環のみち下水道」に基づく優れた取組みに対し、国土交通
大臣表彰を行っております。
日ごろの取組みを広く発信できるこの機会に、ぜひご応募ください。

募集締切
令和３年
6月2５日
(金)

Innovation部門
現場における創意工夫や
新技術の活用等の取組

アセットマネジメント部門
施設の長寿命化や計画的な維持修繕、
事業運営、人材育成に貢献する取組

防災・減災部門
災害対策における

ソフト・ハード面の取組

広報・教育部門
効果的な広報活動や

環境・防災教育等の取組
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以下の団体や事業者の方が対象です。
・地方公共団体
・民間事業者
・学校、教育機関
・水環境保全活動等を行っている

各種NPO、ボランティア団体、市民団体

〇応募団体

〇応募資料（提出いただくもの）

① 応募調書
② 審査様式
③ 審査様式補足資料（審査様式の内容を補足する資料）
④ その他（パンフレット等応募内容を説明する資料。提出は任意です。）

※応募資料については、募集開始以降、以下のURLに掲載します。
https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo13_hh_000716.html

・地方公共団体の方：各地方整備局等へご提出ください。
（各地方整備局等でとりまとめた後、国土交通本省に提出されます。）

・民間団体等の方 ：事務局へ直接ご提出ください。

〇提出方法

〇応募・選定スケジュール（予定）

令和3年5月17日
募集開始

令和3年6月25日
募集締め切り

令和3年7月～8月中
選定委員会開催

令和3年9月10日
表彰式

※新型コロナウイルスの感染拡大
の状況に応じ、中止・延期・規模を
縮小する場合があります。

〒100-8918  東京都千代田区霞が関２－１－３
国土交通省 水管理・国土保全局 下水道部下水道企画課 企画調整係長 板倉 舞、秋本 圭介
代表：03-5253-8111(内線34-136) 直通：03-5253-8427 E-Mail：akimoto-k26t@mlit.go.jp

循環のみち下水道賞応募について

事務局 （お問い合わせ先）

令和元年度表彰式 ※令和２年度は表彰式中止

大臣による授与 記念写真撮影



谷端川一号幹線
（H13 貯留開始）
貯留量：32,000ｍ³

第二十二社幹線
（H20年 本貯留開始）
貯留量：13,700ｍ³

東京駅八重洲口
（H22 貯留開始）
貯留量：3,000ｍ³

谷沢川雨水幹線
（H7 貯留開始）
貯留量：30,700ｍ³

大井水神公園雨水調整池
（H15 貯留開始）
貯留量：400ｍ³

鮫洲幹線
（H22 貯留開始）
貯留量：7,000ｍ³

堀船一号幹線
（H27 貯留開始）
貯留量：2,100ｍ³

令和２年度（第13回）「国土交通大臣賞（循環のみち下水道賞）」

ＰＲポイント

応募事例名

応募団体名）東京都下水道局

下水道の浸水対策によるストック効果の発現
～和田弥生幹線への貯留等により令和元年東日本台風時の浸水被害軽減に大きく貢献～

防災・減災部門

応募事例の概要

浸水被害軽減に大きく貢献
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H19 本貯留開始
（150,000ｍ³ ）

平成3年
9月19日

平成5年
8月27日

平成16年
10月9日

平成16年
10月20日

平成17年
8月15日

平成17年
9月4日

平成23年
8月26日

平成25年
7月23日

平成25年
8月12日

平成30年
8月27日

令和元年
10月12日

台風18号 台風11号 台風22号 台風23号 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 台風19号

時間最大雨量
ミリ/時 38 47 45 28 80 94 55 21 49 67 35

浸
水
棟
数

平成5年までは甚大な被害が発生
していたが、平成19年度から本貯留
を開始した和田弥生幹線が昨年の
台風では整備後はじめて満水にな
り、浸水被害の軽減に大きく貢献

（右図：和田弥生幹線の稼働状況と浸水実績）

貯留量：15万m3

○東京都の区部には56か所の雨水貯留施設
と70か所の雨水ポンプ施設が稼働

○雨水貯留施設の合計容量は約60万ｍ³
（25ｍプール２,０００杯分）

○全体の貯留率は約６割
（８か所の貯留施設（図の ）が満水）

○雨水ポンプの合計排水能力は
毎分約11万ｍ³（25ｍプール３６０杯分）

【 下 水 道 施 設 の 稼 働 状 況 】

※浸水実績は
下水道局調べ

（令和２年５月末
現在の情報）

和田弥生幹線（H19本貯留開始）

2.7m

雨水

雨水ポンプの例（神谷ポンプ所）

凡 例
雨水貯留施設
雨水ポンプ施設

○全国的に大きな被害をもたらした昨年10月の
令和元年東日本台風では、東京では多摩地域
を中心に長時間に大量の降雨となり、初めて
大雨特別警報が発表

○区部においても記録的な豪雨となり、練馬区内
で累計雨量348ミリ、時間最大雨量47ミリを記録

【 降 雨 状 況 】

H9 一部貯留開始
H16 貯留容量拡大
（54,500ｍ³ ）

大きな浸水被害無し

直径8.5m
（国内最大
級）

令和元年東日本台風時のストック効果

第13回グランプリ第13回グランプリ

参考


